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第
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会
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動
鵠
始

準
輸
会
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会
議

準
議
会
事
務
局
会
議

八
日

準
議
会
事
務
局
会
議

準
備
会
事
務
局
会
議

第
二
間
設
立
準
備
会

準
畿
会
事
務
局
会
議

上
越

壇
場
説
明
会

薪
潟
県
の
暴
力
・
非
行
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

長
時

場
議
説
明
会

南
魚

地
填
説
明
会

八．
日

準
備
会
事
務
局
会
議

第
三
回
設
立
準
備
会

岩
船

地
域
説
明
会

鰻
栄

地
域
説
明
会

九
月

日

新
詩
集
の
暴
力
・
非
行
そ

考
え
る
獲
談
合

九
月
二
三
日

第
四
間
設
立
準
錆
会

九
月
二
五
日

生
諸
指
導
研
究
会

十
月
一
日

準
欝
会
事
務
局
会
議

十
河
叫

日

第
五
自
設
立
準
繍
会
常
任

委
員
会

十
同
月
二
三
百

端
域
説
明
会

長
岡

十
月
二
九
日

準
議
会
事
務
局
会
議

議

集

議

記

子
ど
も
・
青
年
の
「
非
行
」
が
戦
後
第

の
ピ
！
ク
と
い
わ
れ
て
か
ら
四
年
経
過

し
ま
し
た
。
県
内
は
金
調
平
均
を
上
廻
る

鎖
向
で
、
子
ど
も
の
「
非
行
・
題
題
行
動
」

は
増
大
し
、
低
年
令
化
し
、
女
子
非
行
が

増
え
て
い
ま
す
。

県
内
空
中
学
校
一
で
も
「
便
業
が
成
立
し

な
い
い
苦
悩
が
一
般
と
な
り
、
「
沈
静
化
」

し
た
学
校
も
、
安
心
で
き
な
い
生
徒
の
実

設
に
あ
り
ま
す
。

教
青
研
究
所
設
立
準
構
会
は
、
最
初
の

仕
事

ι、
新
謁
棋
の
校
内
暴
力
・
非
行
。

実
状
を
あ
き
ら
か
K
す
る
乙
と
を
位
霞
づ

け
ま
し
た
の

「
暴
力
・
非
行
を
考
え
る
」
の
鹿
談
合

を
開
催
し
ま
し
た
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
荒
れ
る
中
学
生
」

〈
若
議
す
る
教
職
員
集
団
〉
を
議
井
英
離

民
〈
克
童
文
学
者
）
忙
識
闘
い
て
環
き
ま
し

た。
「
新
掴
縄
県
の
土
井
戸
打
・
問
題
行
動
』
を

奪
え
る
（
1
）
」
安
本
村
が
ま
と
め
ま
し

た。
以
上
、
新
縄
県
拡
お
せ
る
、
子
ど
も
の

「
非
行
・
校
内
暴
力
」
を
概
観
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
課
題
は
数
多
く
の
こ
さ
れ
ま

し
た
。
・
「
子
ど
も
を
ど
う
理
解
す
る
か
」
を
そ

の
発
達
と
、
環
境
詑
即
し
て
明
か
に
し

て
い
く
乙
と
。

地
域
環
境
の
変
化
、
そ
こ
瓦
住
む
大

人
の
意
識
・
生
活
文
化
と
教
育
と
の
か

か
わ
ち
学
力
、
人
間
形
成
を
任
務
と
し
て
も

つ
学
校
（
教
議
員
集
団
〉
の
索
状
、
問

題
点
と
民
主
的
再
生
の
方
向

等
々
、
課
題
は
教
か
ぎ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
暴
力
は
学
校
の
手
花
負
え
な

い
」
と
し
て
、
響
機
依
存
の
額
向
そ
も

つ
現
状
は
探
く
考
え
る
べ
き
問
題
で
す
。

八
本
論
文
の
「
子
ど
も
の
人
権
と
教
野
い

に
つ
い
て
了
撃
に
学
習
し
、
櫨
か
め
な
が

ら
「
教
背
」
の
方
向
を
し
っ
か
り
も
つ
乙

と
が
護
観
さ
れ
る
必
要
が
る
り
ま
す
。

「
学
校
の
民
主
的
碍
生
い
「
父
母
地
墳

と
教
議
員
が
一
一
体
忙
な
っ
て
」
の
実
設
課

題
が
「
教
騒
が
一
変
わ
る
ζ
と
」
を
ぬ
き
に

し
て
な
い
ζ
と
を
自
省
し
、
理
解
し
ま
し

た。

〈
本
村

機
利
〉

設立註
立い呈
2撃が丈
犠た）
議機
民
教
育
研
究
所

仮
挙区

常副代
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桂三木首宮宮；謡若本八坂長
ツ
藤井村藤本毘波月間木東稽

事事
H 務務 N

局局
員長

明

克

彦
三

勇

藤
田
態

又
衣
部

貞

夫
三

男
敵
門
縦
集
〉

襲

潤

能
科
｛
編
集
）

富
士
夫
（
編
集
）

a
R
（
編
集
）

-84-

。
事
務
鵜
柱
部
病

字
削
新
鴻
嬢
村
上
市
壌
片
ニ

i
六
O

本
村
臨
割
方

也

O
ニ
五
四
五
i
ニ
i
六
六
ニ
大

。
資
料
や
設
立
準
備
会
へ
の
お
思
い
合

わ
せ
は
、
十
位
記
の
事
務
局
へ
ど
連
絡

く
だ
さ
い
。


